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呼吸器感染症におけ るAmikacin(B8-K8)の 臨床的研究
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I は じ め に

慢性呼吸器疾患ならびに悪性腫瘍の末期等における感

染症に際して,グ ラム陰性菌が問題であ り,わ れわれも

気管支拡張症に緑膿菌が感染した症例の治療には困難を

感じている。

Amikacinは 新 しく半合成 されたアミノグルコシッド

系の抗生物質で(Fig.1),種 々の点でKMに 類似 して

いる。ただ違 う点はKMに 比 し聴力障害の程 度 が 軽

く,ま た,変 形菌,Klebsiella,緑 膿菌にまで強い抗菌作

用を示し,特 異的な薬剤といえよう。

今回,わ れわれは呼吸器感染症にAmikacinを 使用す

る機会を得たので,こ こに報告する。

II 対 象

対象疾患は肺化膿症4例,気 管支拡張症2例,気 管支

Table 1. Clinical evaluation of amikacin
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肺炎2例,気 管支炎2例 の計10例 で,男8例,女2例,

年 令は31才 か ら71才 である。

III 投 与 方 法

1日 量200mg群4例 および400mg群6例 で,そ れ

ぞれ朝 ・夕の2回 に分けて連 日筋注を行なった。投与期

問は症例に応 じて5日 か ら20日 間 となっている。

IV 臨 床 成 績

効果判定は主として胸部 レ線の改善で観察し,そ の他

に臨床症状の推移を加味 し,主 治医の判定 に よ り,不

変 ・やや有効 ・有効 ・著効の4段 階に分けて判定を行な

った。

その結果,肺 化膿症4例 中有効2例,や や有効1例,

不変1例 であ り,気 管支拡張症では2例 とも有 効 を 示

し,気 管支肺炎は有効1例,や や有効1例 であった。気

管支炎の うち急性気管支炎は著効を示し,肺 結核に合併

した慢性気管支炎の急性増悪例では有効を示した。すな

わち,10例 中著効1例,有 効6例,や や有効2例,不

変1例 で有効率90%の 結果をえた。

これを投与量別にみると,1日200mg投 与群4例 で

は,不 変1例,や や有効2例,有 効1例 で1日400mg

投 与群6例 ではやや有効1例,有 効4例,著 効1例 とな

ってお り,1日 投与量400mg群 のほうが良い結果をえ

ている(Table1)。

V 副 作 用

全例 とも,特 記するような副作用の出現は認められて

おらず,未 施行の検査もあるが,BUN,PSP,GOT,

GRT,AI-Ph,そ の他,検 尿でも異常を認めなかった

(Table2)。

VI 考 按

Amikacinは 広域の抗生物質であ り,患 者からの分離

株であるSt.aureus97株 中全例に感受性を有 し,ま た,

緑膿菌110株 中94.5%の 感受性を示すと報告し,か つ

KMやGM耐 性菌に も有効であるといわれている2)。

長期の気管支拡張症等は緑膿菌感染に悩まされ,治 療困

難な場合が少なくない。 もちろん,個 体側の因子が大き

く関係していることは推測にかたくないが,実 際,菌 の

消失化を計るためには,薬 剤に頼らねばならない。 この

場合,交 叉しない薬剤の手持の多いほど,わ れわれ臨床

家としては心強 く,治 療 し易い。このような意味あいに

おいて,GM,KMにcrossし ないAmikacinの 登場は

緑膿菌に対する有力な武器をえたといっても過言ではな

い。

いっぽ う,肺 への移行は腎 ・血液 ・肺 ・腸 の順 に よ

Fig. 1 Structure of amikacin

Table 2. Side effects and laboratory data
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く5),こ の点で呼吸器感染症に対 して有用な薬剤 といえ

よう。 事実,三 木3),大 久保4)ら は種々の呼吸器感染症

に対 し,Amikacinを 用い良い成績をえている。REIFFEN-

STEIN1)は 動物実験で,聴 力および腎障害について調べ,

Amikacinも また,KM同 様に組織学的変化を起こす こ

とを報告 している。Amikacinの 場合KMに 比 し臨床

的投与量が少なくて済むので,当 然この副作用 も軽減さ

れると考えられるが,KM同 様,充 分 この点を考慮に

入れて使用すべきものと思われる。

VII 結 語

各種呼吸器疾患10例 にAmikacinを 使用 し,著 効1

例,有 効6例,や や有効2例,不 変1例 の成績をえ,有

効率は90%で あ った。 投与量別にみると1日200mg

投 与群よりも400mgの ほ うが,や や優れているように

思われた。腎および聴力障害等を主にチェックしたが,

特記すべき副作用は認められなかった。

Amikacinは 万有製薬株式会社から提供をうけた。
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Amikacin was used to 10 cases of respiratory diseases : 4 pulmonary abscess, 2 bronchiectasis , 2 broncho-

pneumonia, and 2 bronchitis. Clinical effects of amikacin were as follows : Two of four pulmonary 
abscess were effective, one slightly effective and one unchanged. Two bronchiectasis were effective . 
One of two bronchopneumonia was effective and one slightly effective. One of bronchitis was markedly 

effective and one effective. As the results, clinical effective rate was 90 percent. Side effects of amikacin 

were not experienced.


